
9.2生物・生態系 

9.2 生物・生態系 

 9.2.1 現況調査 

(1) 調査事項及びその選択理由 

調査事項及びその選択理由は、表 9.2-1に示すとおりである。 

表 9.2-1 調査事項及びその選択理由 

調査事項 選択理由 

①生物の状況 
②生育・生息環境 
③生態系の状況 
④土地利用の状況 
⑤法令等による基準等 
⑥東京都等の計画等の状況 

事業の実施に伴い陸上植物の植物相及び植物群落
の変化、陸上動物の動物相及び動物群集の変化、
生育・生息環境の変化及び生態系の変化が考えら
れることから、計画地及びその周辺について、左
記の事項に係る調査が必要である。 

 

(2) 調査地域 

調査地域は、図 9.2-1に示す計画地及びその周辺とした。 

 

(3) 調査方法 

1) 生物の状況 

調査は、既存資料調査及び現地調査による方法によった。 

ア．陸上植物の状況 

調査方法は、表 9.2-2に示すとおりである。 

表 9.2-2 陸上植物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・植物相 
・植物群落 

計画地及びその周辺とし
た。 
（図 9.2-1参照） 

・植物相 
春、初夏、夏、秋の 
四季とした。 

・植物群落 
夏の一季とした。 

・植物相 
任意観察法 

・植物群落 
現地踏査、航空写真の判読
及び既存資料の整理によ
り、植生図を作成した。 

 

イ．陸上動物の状況 

調査方法は、表 9.2-3に示すとおりである。 

表 9.2-3 陸上動物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・哺乳類 
・鳥類 
・両生類・は虫類 
・昆虫類 
・クモ類 

計画地及びその周辺及び
以下の地点とした。 
（図 9.2-1参照） 
・哺乳類 

１地点とした。 
・鳥類 

１定点、１ラインとし
た。 

・昆虫類(トラップ) 
１地点とした。 

・哺乳類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・鳥類 
春、初夏、夏、秋、冬
の五季とした。 

・両生類・は虫類 
春、初夏、夏、秋、冬
の五季とした。 

・昆虫類 
春、初夏、夏、秋の四
季とした。 

・クモ類 
春、初夏、夏、秋の四
季とした。 

・哺乳類 
任意観察法、トラップ法、
夜間調査(バットディテク
ター)による。 

・鳥類 
任意観察法、定点観察法、
ラインセンサス法による。 

・両生類・は虫類 
任意観察法による。 

・昆虫類 
任意観察法、ベイトトラッ
プ法、ライトトラップ法に
よる。 

・クモ類 
任意観察法による。 
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図 9.2-1 生物・生態系調査地点 
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9.2生物・生態系 

2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

調査は、「地形図」（国土地理院）、「土地条件図」(平成 25 年８月 国土地理院)の既存資

料の整理によった。 

イ．植生等の状況 

調査は、「自然環境保全基礎調査 植生調査」（平成 11 年～ 環境省自然環境局生物多様

性センター）の既存資料の整理によった。また、現地調査により、計画地及びその周辺の植

生の状況を確認した。調査は、平成 26年８月６日に実施した。 

ウ．大気環境 

調査は、既存資料を用い、計画地周辺又は最も近傍に位置する一般環境大気測定局（以下

「一般局」という。）３地点、自動車排出ガス測定局（以下「自排局」という。）１地点にお

ける調査結果を整理した。 

調査地点は、表 9.2-4及び図 9.2-2に示すとおりである。 

表 9.2-4 既存資料調査地点(大気質の状況) 

区  分 地点番号 測定局名 所在地 設置主体 調査期間 

一般環境 

大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 

江戸川区南葛西

1-11-1 
東京都 

平成26年4月1日 

～平成27年3月31日 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
江東区豊洲4-11-18 

江東区 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
江東区東陽4-11-28 

自動車排出ガス 

測定局 
No.4 

三ツ目通り辰巳 

測定局 
江東区辰巳1-9地先 東京都 

注) 地点番号は、図 9.2-2に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html  
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図 9.2-2 大気汚染常時監視測定局

（既存資料調査） 
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9.2生物・生態系 

エ．地域社会とのつながり 

調査は、当該地域の利用状況において、動植物の生育・生息環境の有する機能との関わり

の整理によった。 

3) 生態系の状況 

調査は、現地調査により確認された動植物の生物相互の関わりの整理によった。 

4) 土地利用の状況 

調査は、「東京の土地利用 平成 23年東京都区部」（平成 25年５月 東京都都市整備局）等

の既存資料の整理によった。 

5) 法令等による基準等 

調査は、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律（平成４年法律第 75号）、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律（平成 14 年法律第 88号）等の法令の整理によった。 

6) 東京都等の計画等の状況 

調査は、「第 11 次鳥獣保護管理事業計画」（平成 27年３月 東京都）、「植栽時における在来

種選定ガイドライン」（平成 26年５月 東京都）の計画等の整理によった。 
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9.2生物・生態系 

(4) 調査期間 

陸上動植物の現地調査は、表 9.2-5に示す時期に実施した。 

表 9.2-5 調査時期 

調査地域 調査項目 調査時期 

夢の島公園 陸上植物の 

状況 

植物相 

 

春季：平成 26年 5月 1日 

初夏季：平成 26年 5月 21日 

夏季：平成 26年 7月 24日 

秋季：平成 26年 10月 3,16日 

植物群落 夏季：平成 26年 8月 6日 

陸上動物の 

状況 

哺乳類 秋季：平成 25年 11月 26,27日 

冬季：平成 26年 1月 22,23日 

春季：平成 26年 5月 14～16日 

夏季：平成 26年 8月 14,15日 

鳥類 秋季：平成 25年 11月 27日 

秋季：平成 26年 9月 22日 

冬季：平成 26年 1月 22日 

春季：平成 26年 4月 30日 

初夏季:平成 26年 6月 3日 

夏季：平成 26年 8月 5日 

は虫類 秋季：平成 25年 11月 27日 

冬季：平成 26年 1月 22日 

春季：平成 26年 5月 13日 

初夏季：平成 26年 6月 30日 

夏季：平成 26年 8月 15日 

両生類 秋季：平成 25年 11月 27日 

冬季：平成 26年 1月 22日 

春季：平成 26年 5月 13日 

初夏季：平成 26年 6月 30日 

夏季：平成 26年 8月 15日 

昆虫類 秋季：平成 25年 11月 27日 

秋季：平成 26年 10月 7,8日 

春季：平成 26年 5月 21,22,27,28日 

初夏季：平成 26年 6月 30日,7月 1日 

夏季：平成 26年 8月 5,6日 

クモ類 秋季：平成 25年 11月 27日 

秋季：平成 26年 10月 7,8日 

春季：平成 26年 5月 21,22,27,28日 

初夏季：平成 26年 6月 30日,7月 1日 

夏季：平成 26年 8月 5,6日 
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9.2生物・生態系 

(5) 調査結果 

1) 生物の状況 

ア．陸上植物の状況 

(ｱ) 確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-6(1)～(6)に示すとおり 97科 392

種の植物が確認された。 

調査範囲は、夢の島公園とその周辺の区域である。夢の島公園内では夢の島熱帯植物館

や BumB 東京スポーツ文化会館等の施設のほかは、陸上競技場やシバ草地の園地と樹木植

栽地が広がる。植栽地には高さ 20m程度に達するユーカリ類がのほか、マテバシイ、アキ

ニレ、ケヤキ、クスノキ、オオシマザクラ、トウネズミモチ等の高木、ヤブツバキ、ハマ

ヒサカキ、モッコク、トベラ、シャリンバイ、オオムラサキ、イヌツゲ等の低木類が植栽

されており、林床にはハコベホオズキが繁茂しているほか、ドクダミやハイキンポウゲが

繁茂している箇所も見られる。 

表 9.2-6(1) 植物確認種 

No. 科名 和名 

1 トクサ科 スギナ 
2 ツルシダ科 タマシダ 
3 オシダ科 ベニシダ 
4 メシダ科 イヌワラビ 
5 ソテツ科 ソテツ 
6 マツ科 クロマツ 
7 スギ科 メタセコイヤ 
8  ラクウショウ 
9 ヒノキ科 カイヅカイブキ 
10  ハイネズ 
11  コノテガシワ 
12 ヤマモモ科 ヤマモモ 
13 ヤナギ科 セイヨウハコヤナギ 
14  シダレヤナギ 
15 カバノキ科 ハンノキ 
16  イヌシデ 
17 ブナ科 クリ 
18  スダジイ 
19  マテバシイ 
20  シラカシ 
21  ウバメガシ 
22  コナラ 
23 ニレ科 ムクノキ 
24  エノキ 
25  アキニレ 
26  ケヤキ 
27 クワ科 ヒメコウゾ 
28  イチジク 
29  イヌビワ 
30  ホソバイヌビワ 
31  トウグワ 
32  ヤマグワ 
33 イラクサ科 カラムシ 
34 タデ科 イヌタデ 
35  ツルドクダミ 
36  イタドリ 
37  スイバ 
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表 9.2-6(2) 植物確認種 

No. 科名 和名 

38 （タデ科） アレチギシギシ 
39  ナガバギシギシ 
40  ギシギシ 
41  エゾノギシギシ 
42 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ 
43 オシロイバナ科 オシロイバナ 
44 スベリヒユ科 スベリヒユ 
45 ナデシコ科 ノミノツヅリ 
46  オランダミミナグサ 
47  ミミナグサ 
48  イトツメクサ 
49  キヌイトツメクサ 
50  ツメクサ 
51  シロバナマンテマ 
52  ウシハコベ 
53  コハコベ 
54  ミドリハコベ 
55  イヌコハコベ 
56 アカザ科 シロザ 
57  アリタソウ 
58  コアカザ 
59 ヒユ科 ヒカゲイノコズチ 
60  ヒナタイノコズチ 
61 モクレン科 モクレン 
62  コブシ 
63 マツブサ科 サネカズラ 
64 クスノキ科 クスノキ 
65  ゲッケイジュ 
66  タブノキ 
67 キンポウゲ科 センニンソウ 
68  ケキツネノボタン 
69  ハイキンポウゲ 
70 メギ科 ヒイラギナンテン 
71 アケビ科 アケビ 
72 ツヅラフジ科 アオツヅラフジ 
73 ドクダミ科 ドクダミ 
74 ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ 
75 ツバキ科 ヤブツバキ 
76  サザンカ 
77  ハマヒサカキ 
78  モッコク 
79 オトギリソウ科 ビヨウヤナギ 
80 ケシ科 ムラサキケマン 
81  タケニグサ 
82  ナガミヒナゲシ 
83 アブラナ科 セイヨウアブラナ 
84  ナズナ 
85  タネツケバナ 
86  ミチタネツケバナ 
87  マメグンバイナズナ 
88  ハマダイコン 
89  イヌガラシ 
90  スカシタゴボウ 
91  イヌカキネガラシ 
92 マンサク科 ヒュウガミズキ 
93  イスノキ 
94 ベンケイソウ科 コモチマンネングサ 
95 ユキノシタ科 アジサイ 
96  ユキノシタ 
97 トベラ科 トベラ 
98 バラ科 ヘビイチゴ 
99  ヤブヘビイチゴ 
100  ビワ 
101  ヤマブキ 
102  セイヨウバクチノキ 
103  カナメモチ 
104  ツルキンバイ 
105  サトザクラ 
106  オオシマザクラ 
107  ウメ 
108  イトザクラ 
109  ソメイヨシノ 
110  トキワサンザシ 
111  カザンデマリ 
112  シャリンバイ 
113  ノイバラ 
114  クサイチゴ 
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表 9.2-6(3) 植物確認種 

No. 科名 和名 

115 （バラ科） ナワシロイチゴ 
116  コデマリ 
117  シモツケ 
118  ユキヤナギ 
119 マメ科 デイゴ 
120  ヤハズソウ 
121  メドハギ 
122  クズ 
123  タンキリマメ 
124  ハリエンジュ 
125  エンジュ 
126  コメツブツメクサ 
127  ベニバナツメクサ 
128  ムラサキツメクサ 
129  シロツメクサ 
130  ヤハズエンドウ 
131  スズメノエンドウ 
132  フジ 
133 カタバミ科 イモカタバミ 
134  カタバミ 
135  アカカタバミ 
136  ムラサキカタバミ 
137  オッタチカタバミ 
138 フウロソウ科 アメリカフウロ 
139 トウダイグサ科 エノキグサ 
140  アブラギリ 
141  コニシキソウ 
142  アカメガシワ 
143  ナンキンハゼ 
144 ユズリハ科 ユズリハ 
145  ヒメユズリハ 
146 ニガキ科 シンジュ 
147 ウルシ科 ヌルデ 
148  ハゼノキ 
149 カエデ科 トウカエデ 
150  ウリカエデ 
151  イロハモミジ 
152 トチノキ科 トチノキ 
153 モチノキ科 イヌツゲ 
154  モチノキ 
155  タラヨウ 
156  クロガネモチ 
157 ニシキギ科 ツルウメモドキ 
158  ニシキギ 
159  コマユミ 
160  マサキ 
161  マユミ 
162 ブドウ科 ノブドウ 
163  ヤブガラシ 
164  ツタ 
165  エビヅル 
166 アオイ科 フヨウ 
167  ムクゲ 
168 アオギリ科 アオギリ 
169 ジンチョウゲ科 ジンチョウゲ 
170 グミ科 ツルグミ 
171  ナワシログミ 
172 ウリ科 カラスウリ 
173  キカラスウリ 
174 ミソハギ科 サルスベリ 
175 フトモモ科 ブラシノキ 
176  Eucalyptus 属 
177 アカバナ科 メマツヨイグサ 
178  コマツヨイグサ 
179  ユウゲショウ 
180  ヒルザキツキミソウ 
181 ミズキ科 アオキ 
182  アメリカヤマボウシ 
183 ウコギ科 カクレミノ 
184  ヤツデ 
185  セイヨウキヅタ 
186  キヅタ 
187 セリ科 マツバゼリ 
188  ツボクサ 
189  ノラニンジン 
190  ノチドメ 
191  オオチドメ 
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表 9.2-6(4) 植物確認種 

No. 科名 和名 

192 （セリ科） チドメグサ 
193  ヒメチドメ 
194  セリ 
195  オヤブジラミ 
196 パパイア科 パパイア 
197 ザクロ科 ザクロ 
198 ツツジ科 ドウダンツツジ 
199  アセビ 
200  サツキ 
201  ヤマツツジ 
202  オオムラサキ 
203 サクラソウ科 コナスビ 
204 カキノキ科 カキノキ 
205 モクセイ科 チョウセンレンギョウ 
206  レンギョウ 
207  ネズミモチ 
208  トウネズミモチ 
209  イボタノキ 
210  オリーブ 
211  キンモクセイ 
212  ヒイラギモクセイ 
213 キョウチクトウ科 キョウチクトウ 
214 ガガイモ科 ガガイモ 
215 アカネ科 ヤエムグラ 
216  ヘクソカズラ 
217  ハクチョウゲ 
218 ヒルガオ科 コヒルガオ 
219  ヒルガオ 
220  カロリナアオイゴケ 
221  マルバルコウ 
222  アサガオ 
223 ムラサキ科 キュウリグサ 
224 クマツヅラ科 アレチハナガサ 
225 シソ科 キランソウ 
226  セイヨウキランソウ 
227  トウバナ 
228  イヌトウバナ 
229  ホトケノザ 
230  ヒメオドリコソウ 
231  マルバハッカ 
232  アカジソ 
233  アオジソ 
234 ナス科 クコ 
235  ハコベホオズキ 
236  ワルナスビ 
237  ヒヨドリジョウゴ 
238  イヌホオズキ 
239  アメリカイヌホオズキ 
240 ゴマノハグサ科 ツタバウンラン 
241  マツバウンラン 
242  ムラサキサギゴケ 
243  トキワハゼ 
244  ビロードモウズイカ 
245  タチイヌノフグリ 
246  フラサバソウ 
247  ムシクサ 
248  オオイヌノフグリ 
249 ノウゼンカズラ科 キリ 
250 ハマウツボ科 ヤセウツボ 
251 オオバコ科 オオバコ 
252  ヘラオオバコ 
253  タチオオバコ 
254 スイカズラ科 ハナツクバネウツギ 
255  スイカズラ 
256  サンゴジュ 
257  ハコネウツギ 
258 キキョウ科 ヒナキキョウソウ 
259 キク科 ブタクサ 
260  オオブタクサ 
261  ヨモギ 
262  ホウキギク 
263  アメリカセンダングサ 
264  コセンダングサ 
265  トキンソウ 
266  ローマカミツレ 
267  アメリカオニアザミ 
268  アレチノギク 

 

- 54 - 



9.2生物・生態系 

表 9.2-6(5) 植物確認種 

No. 科名 和名 

269 （キク科） オオアレチノギク 
270  ハルシャギク 
271  マメカミツレ 
272  ベニバナボロギク 
273  アメリカタカサブロウ 
274  ダンドボロギク 
275  ヒメムカシヨモギ 
276  ハルジオン 
277  ツワブキ 
278  ハキダメギク 
279  ハハコグサ 
280  チチコグサ 
281  セイタカハハコグサ 
282  チチコグサモドキ 
283  ウラジロチチコグサ 
284  キクイモ 
285  オオヂシバリ 
286  ノニガナ 
287  イワニガナ 
288  カントウヨメナ 
289  アキノノゲシ 
290  ヤブタビラコ 
291  フキ 
292  ノボロギク 
293  セイタカアワダチソウ 
294  オニノゲシ 
295  ノゲシ 
296  ヒメジョオン 
297  シロバナタンポポ 
298  セイヨウタンポポ 
299  アイノコセイヨウタンポポ 
300  カントウタンポポ 
301  オニタビラコ 
302 ユリ科 ノビル 
303  オニユリ 
304  ヒメヤブラン 
305  ヤブラン 
306  ノシラン 
307  ジャノヒゲ 
308  ホソバオオアマナ 
309 リュウゼツラン科 アオノリュウゼツラン 
310 ヒガンバナ科 タマスダレ 
311 ヤマノイモ科 ヤマノイモ 
312  オニドコロ 
313 アヤメ科 ニワゼキショウ 
314  オオニワゼキショウ 
315 イグサ科 クサイ 
316  スズメノヤリ 
317 ツユクサ科 マルバツユクサ 
318  ツユクサ 
319  シロバナツユクサ 
320  ヤブミョウガ 
321 イネ科 アオカモジグサ 
322  カモジグサ 
323  メリケンカルカヤ 
324  カラスムギ 
325  スホウチク 
326  コバンソウ 
327  ヒメコバンソウ 
328  イヌムギ 
329  キツネガヤ 
330  ヒゲナガスズメノチャヒキ 
331  ギョウギシバ 
332  カモガヤ 
333  メヒシバ 
334  アキメヒシバ 
335  イヌビエ 
336  ヒメイヌビエ 
337  オヒシバ 
338  カゼクサ 
339  オニウシノケグサ 
340  ムギクサ 
341  ケナシチガヤ 
342  チガヤ 
343  ネズミムギ 
344  ホソムギ 
345  ヒメアシボソ 
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表 9.2-6(6) 植物確認種 

No. 科名 和名 

346 （イネ科） オギ 
347  ススキ 
348  ケチヂミザサ 
349  コチヂミザサ 
350  ヌカキビ 
351  オオクサキビ 
352  シマスズメノヒエ 
353  キシュウスズメノヒエ 
354  アメリカスズメノヒエ 
355  タチスズメノヒエ 
356  チカラシバ 
357  ヨシ 
358  アズマネザサ 
359  ミゾイチゴツナギ 
360  タマミゾイチゴツナギ 
361  スズメノカタビラ 
362  オオイチゴツナギ 
363  ナガハグサ 
364  イチゴツナギ 
365  オオスズメノカタビラ 
366  タマオオスズメノカタビラ 
367  ヒエガエリ 
368  クマザサ 
369  アキノエノコログサ 
370  キンエノコロ 
371  エノコログサ 
372  オオエノコロ 
373  オカメザサ 
374  セイバンモロコシ 
375  ネズミノオ 
376  シバ 
377 ヤシ科 カナリーヤシ 
378  シュロ 
379 サトイモ科 ウラシマソウ 
380  カラスビシャク 
381 カヤツリグサ科 メアオスゲ 
382  マスクサ 
383  ナキリスゲ 
384  アオスゲ 
385  ノゲヌカスゲ 
386  ヒメクグ 
387  メリケンガヤツリ 
388  ショクヨウガヤツリ 
389  カヤツリグサ 
390  ハマスゲ 
391 カンナ科 ハナカンナ 
392 ラン科 シラン 

計 97 科 392 種 
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(ｲ) 注目される植物種 

確認された植物のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のお

それのある野生生物の種のリスト 植物Ⅰ(維管束植物)）」（平成 24 年８月 環境省）の

記載種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当

する掲載種を注目される植物種として抽出した結果、表 9.2-7に示す５種が該当した。 

注目される植物種の生態及び確認状況は、表 9.2-8に示すとおりである。 

 

表 9.2-7 注目される植物 

No. 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 カバノキ科 ハンノキ    VU 

2 ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ    VU 

3 マメ科 タンキリマメ    VU 

4 アカネ科 ハクチョウゲ   EN  

5 ラン科 シラン   NT  

計 5科 5種 0種 0種 2種 3種 

 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 植物Ⅰ(維管束植物)）」（平成 24

年８月 環境省）の記載種 

  EN：絶滅危惧 IＢ類 NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 
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表 9.2-8 注目される植物の生態及び確認状況 

【種  名】：ハンノキ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：落葉高木。湿地や湿原に生育する。 

【確認状況】：春季、初夏季、夏季、秋季に、調査範囲南部に位置する緑

道（計画地外）にある人工水路跡の縁に植栽された個体が

確認された。 

 

【種  名】：ウマノスズクサ 

【分  布】：本州、四国、九州、西南諸島 

【形  態】：つる性の多年草。山野に生育する。 

【確認状況】：春季にクロマツ林内（計画地外）、夏季には駐車場脇植込み

周辺の芝地（計画地外）に点在している個体が確認された。

また、秋季に定期的に草刈りされた緑地法面（計画地外）

で確認された。 

 

【種  名】：タンキリマメ 

【分  布】：本州(関東以西)、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：つる性の多年草。海岸や平地から低山地の草原、林縁など

に生育する。 

【確認状況】：夏季に調査範囲のマリーナ南側の位置するユーカリ林の林

縁部（計画地外）で確認された。 

 

【種  名】：ハクチョウゲ 

【分  布】：中国産でよく栽培され、長崎県では野生化している。 

【形  態】：多くの細い枝を分枝して横に広がる。高さ 50～100cm の常

緑小低木。花は 5～7月。 

【確認状況】：夏季、秋季に、調査範囲北部の公園駐車場内に造成された

緑地（計画地外）に植栽された個体が確認された。 

 

【種  名】：シラン 

【分  布】：本州中南部～琉球、中国（本土・台湾）に分布する。 

【形  態】：日当たりのよい湿り気のある斜面にはえ、花期は４～５月。 

【確認状況】：初夏季、秋季に、マリーナ南側に位置するユーカリ林内の

歩道脇（計画地外）で確認された。 

 

注)分布及び形態は、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平成元年２月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平

成元年２月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅰ」（昭和 57年１月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 草

本Ⅱ」（昭和 57年３月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅲ」（昭和 56年 10月 (株)平凡社）による。 
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(ｳ) 植物群落 

植生調査結果を基に計画地及びその周辺に分布する植物群落等を区分した結果は、表

9.2-9に示すとおりである。 

調査地域は、一年生草本群落が 2 区分、多年生草本群落が 5 区分、単子葉草本群落が 2

区分、タケ･ササ群落が 1 区分、木本群落が 5 区分、人工構造物や開放水面等が 4 区分、

計 19区分に分類された。 

表 9.2-9 植生区分 

植生区分 群落名 概要 

一年生草本群落 メヒシバ-エノコログ
サ群落 

メヒシバやエノコログサが優占するほか、ムラサ
キツメクサ、シロツメクサ、ヨモギ、コセンダン
グサ等が混生する。 

ヒメムカシヨモギ-オ
オアレチノギク群落 

造成地や公園内の緑地等に成立する高茎草本群落
で、ヒメムカシヨモギやオオアレチノギクが優占
するほか、メマツヨイグサやアオカモジグサ等が
混生する。 

多年生広葉草本群落 ドクダミ群落 夢の島公園の植栽地に見られた低茎草本群落。ド
クダミが優占し、ヤブガラシ、キカラスウリ、ヒ
ナタノコズチ等が混生する。 

セイタカアワダチソウ
群落 

セイタカアワダチソウが優占するほか、ヨモギや
ススキ、コセンダングサ等が混生する。 

カゼクサ-オオバコ群
落 

ギョウギシバやシロツメクサが優占するほか、オ
オバコ、ヘラオオバコ、ムラサキツメクサ、ヨモ
ギ等が混生する。 

ハイキンポウゲ群落 夢の島公園の植栽地に見られた低茎草本群落。ハ
イキンポウゲが優占し、ハコベホオズキ、ヤブガ
ラシ、ヘクソカズラ、ヒナタイノコズチ等が混生
する。 

ハコベホオズキ群落 夢の島公園の植栽地に見られた低茎草本群落。ハ
コベホオズキが優占し、セイタカアワダチソウ、
ヤブガラシ、ツユクサ、ヒナタイノコズチ等を覆
っている。 

単子葉草本群落 シバ群落 シバが優占する低茎草本群落で、公園の広場やグ
ラウンドである。シロツメクサやオオバコ、ヘラ
オオバコ、ヒメチドメ等が混生する。 

チガヤ群落 チガヤが優占するほか、セイタカアワダチソウ、
ヨモギ、ムラサキツメクサ、ヤブガラシ等が混生
する。 

タケ・ササ群落 オカメザサ群落 夢の島公園の園路脇等に見られる緑地帯で、オカ
メザサが植栽されている。 

木本群落 
 

植栽樹林群（常緑広葉） スダジイやマテバシイ、クスノキ等の常緑広葉樹
が優占する植栽樹群。 

植栽樹林群（落葉広葉） ケヤキやトウカエデ等の落葉広葉樹が優占する植
栽樹群。 

植栽樹林群（常緑針葉） クロマツやカイヅカイブキ、ソテツ等の常緑針葉
樹が優占する植栽樹群。 

植栽樹林群（落葉針葉） ラクウショウやメタセコイア、イチョウ等の落葉
針葉樹が優占する植栽樹群。 

植栽樹林群（混交） 各種の樹木が混生して優占種が判別できない植栽
樹群。 

その他 
 

畑 夢の島総合運動公園内の市民農園、夢の島公園内
の耕作地。各種野菜類のほか、花卉花木も栽培さ
れている。 

人工構造物 土地利用が建築物等のもの。 

道路 土地利用が道路のもの。 

開放水面 運河、海域。 
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イ．陸上動物の状況 

(ｱ) 哺乳類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-10 に示すとおり２目２科２種

の哺乳類が確認された。 

春季及び夏季に夜間調査でヒナコウモリ科の飛翔が確認されたほか、冬季にハクビシ

ンが痕跡（糞）により確認された。 

表 9.2-10 哺乳類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 25年度 平成 26年度 

秋季 冬季 春季 夏季 

1 コウモリ目 ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ科 
  

○ ○ 

2 ネコ目 ジャコウネコ科 ハクビシン 
 

○  
 

計 2目 2科 2種 0種 1種 1種 1種 

 

ｂ．注目される種 

確認された哺乳類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅

のおそれのある野生生物の種のリスト ほ乳類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及

び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当する掲

載種はなかった。 

 

(ｲ) 鳥類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-11 に示すとおり 12 目 26 科 47

種の鳥類が確認された。 

確認された鳥類は、陸鳥ではコゲラ、オナガ、シジュウカラ、ヒヨドリ、メジロ等樹

林性の種や人工構造物の周辺ではツバメやイワツバメが多く飛翔するのが確認された

(ツバメについては巣も複数確認された)。水鳥ではカモ類、カワウ、サギ類、チドリ類、

シギ類等水辺に生息する種が出現したが、大部分は上空飛翔のものであった。 

確認された種は留鳥が多く、夏鳥としてツバメやイワツバメの他、春季には渡去の遅

れた冬鳥(キンクロハジロ、ツグミ)、旅鳥のキョウジョシギ、キアシシギも確認された。 
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表 9.2-11 鳥類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 25年度 平成 26年度 

秋季 冬季 春季 夏季 初夏季 秋季 

1 カモ目 カモ科 ヒドリガモ ○      

2   マガモ ○      

3   カルガモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4   オナガガモ ○ ○    ○ 

5   ホシハジロ ○ ○     

6   キンクロハジロ ○ ○ ○    

7 カイツブリ目 カイツブリ科 ハジロカイツブリ  ○     

8 ハト目 ハト科 キジバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

9 カツオドリ目 ウ科 カワウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10 ペリカン目 サギ科 アオサギ   ○ ○ ○ ○ 

11   ダイサギ    ○ ○ ○ 

12   コサギ ○  ○   ○ 

13 ツル目 クイナ科 オオバン ○ ○    ○ 

14 アマツバメ目 アマツバメ科 ヒメアマツバメ    ○   

15 チドリ目 チドリ科 イカルチドリ     ○  

16   コチドリ     ○  

17   シロチドリ   ○    

18  シギ科 キアシシギ   ○    

19   イソシギ ○ ○    ○ 

20   キョウジョシギ   ○    

21  カモメ科 ユリカモメ ○      

22   ウミネコ   ○ ○ ○ ○ 

23   カモメ ○      

24   セグロカモメ ○ ○     

25 タカ目 タカ科 トビ ○      

26   ハイタカ ○ ○     

27   ノスリ  ○     

28 キツツキ目 キツツキ科 コゲラ  ○   ○ ○ 

29 ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ      ○ 

30 スズメ目 モズ科 モズ ○ ○     

31  カラス科 オナガ ○ ○ ○  ○ ○ 

32   ハシボソガラス ○ ○   ○ ○ 

33   ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

34  シジュウカラ科 シジュウカラ ○ ○ ○  ○ ○ 

35  ツバメ科 ツバメ   ○ ○ ○  

36   イワツバメ    ○ ○  

37  ヒヨドリ科 ヒヨドリ ○ ○ ○  ○ ○ 

38  ウグイス科 ウグイス ○      

39  メジロ科 メジロ ○ ○   ○ ○ 

40  ムクドリ科 ムクドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

41  ヒタキ科 ツグミ  ○ ○    

42   ジョウビタキ ○ ○     

43  スズメ科 スズメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

44  セキレイ科 ハクセキレイ ○ ○  ○ ○ ○ 

45  アトリ科 カワラヒワ ○ ○ ○ ○ ○  

46  ホオジロ科 アオジ ○      

47 （ハト目） ハト科 カワラバト ○ ○   ○ ○ 

計 12目 26科 47種 31種 27種 19種 14種 22種 22種 
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ｂ．注目される種 

確認された鳥類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅の

おそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及び「レ

ッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当する掲載種を

注目される鳥類として抽出した結果、表 9.2-12に示す 15種が該当した。 

注目される鳥類の生態及び確認状況は、表 9.2-13(1)～(3)に示すとおりである。 

表 9.2-12 注目される鳥類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 ペリカン目 サギ科 ダイサギ    VU 

2   コサギ    VU 

3 ツル目 クイナ科 オオバン    VU 

4 アマツバメ目 アマツバメ科 ヒメアマツバメ    VU 

5 チドリ目 チドリ科 イカルチドリ    DD 

6   コチドリ    VU 

7   シロチドリ   VU VU 

8  シギ科 キアシシギ    VU 

9   イソシギ    VU 

10   キョウジョシギ    VU 

11 タカ目 タカ科 トビ    NT 

12   ハイタカ   NT EN 

13   ノスリ    EN 

14 ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ    EN 

15 スズメ目 モズ科 モズ    VU 

計 7目 8科 15種 0種 0種 2種 15種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に基づく

天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国内希少野生動

植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種 

  VU:絶滅危惧 II類  NT:準絶滅危惧  

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  EN：絶滅危惧 IＢ類 VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 DD:情報不足 
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表 9.2-13(1) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：ダイサギ 

【分  布】：本州では漂鳥。四国、九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：水田、湿地、河川、湖沼、池、河口、干潟などの浅い水域で採

食し、人やカラス類によるかく乱の少ない樹林で集団で営巣す

る。魚類や甲殻類、カエル類、昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：初夏季、夏季及び秋季に、上空を飛翔する個体や曙運河の人工

構造物上で確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：コサギ 

【分  布】：本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：水田、河川、湖沼、干潟など浅い水辺で、採食し、人やカラス

によるかく乱の少ない樹林に集団で営巣し、休息する。魚類や

カエル類、甲殻類や昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：春季、秋季に上空を飛翔する個体が確認された。 

 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：オオバン 

【分  布】：北海道、本州(東北北部)では夏鳥。本州(東北南部以南)、四国、

九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：主にヨシなどが生育する湖沼、池、河川、水田などに生息し、

水草の葉、茎、種子や昆虫類、貝類、甲殻類などを食べる。 

【確認状況】：秋季及び冬季に、曙運河で採餌・休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ヒメアマツバメ 

【分  布】：本州（関東南部以西）、四国、九州で留鳥。 

【形  態】：主に平地から低山地の開けた場所に生息し、飛翔性昆虫類を食

べる。コンクリートの建築物などで営巣する。イワツバメの巣

を利用することが多い。 

【確認状況】：夏季に、マリーナ南側上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：イカルチドリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州で留鳥または漂鳥。 

【形  態】：砂礫地がある河川、湖沼、池、水田などに生息し、河川中・上

流域の砂礫河原で営巣する。主に昆虫類を食べる。 

【確認状況】：初夏季に調査範囲東側の荒地より地鳴きが確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：コチドリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では夏鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：河川敷、海岸の砂洲、造成地などの草の少ない砂礫地で繁殖す

る。主に小型のカニや底生動物、昆虫類を食べる。 

【確認状況】：初夏季にグラウンド上で個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.2-13(2) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：シロチドリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で留鳥または漂鳥。 

【形  態】：海岸の砂洲や河川の中州などの裸地で営巣する。昆虫類、甲殻

類、ゴカイ類などを食べる。 

【確認状況】：春季に調査範囲の上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：キアシシギ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、岩場、河川などに生息し、昆虫類や甲殻類などを

食べる。 

【確認状況】：春季に曙運河の人工構造物で個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：イソシギ 

【分  布】：北海道、本州(東北北部)では夏鳥。本州(東北南部以南)、四国、

九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：河川、湖沼、海岸、干潟などに生息し、昆虫類や甲殻類などを

食べる。海岸の砂洲や河川の中州などの草地で営巣する。 

【確認状況】：秋季、冬季に、曙運河の人工構造物上や、上空を飛翔する個体

が確認された。 

 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：キョウジョシギ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：海岸や河口の干潟などに生息し、浅い水域で昆虫類や甲殻類、

貝類などを食べる。 

【確認状況】：春季に、曙運河の人工構造物で個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：トビ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：海岸部や平地の、河川・池沼に多いが、高山にも生息する。樹

林で繁殖し、主に死肉を食べるが、ネズミ類、へビ類、カエル

類などの小動物を食べることもある。 

【確認状況】：秋季調査において、上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ハイタカ 

【分  布】：北海道、本州、四国では留鳥または漂鳥。九州では冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の樹林、耕作地、河川敷に生息し、営巣は普通、

樹林内に行う。主にスズメ、シジュウカラなどの小鳥を食べる。 

【確認状況】：秋季、冬季に、上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.2-13(3) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：ノスリ 

【分  布】：北海道、本州、四国では留鳥または漂鳥。九州では冬鳥。 

【形  態】：山地の樹林て繁殖し、冬は広大な干拓地、河川敷、耕作地など

で越冬する。主にネズミ類などの小動物を食べる。 

【確認状況】：冬季に、上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：チョウゲンボウ 

【分  布】：北海道、本州（中部以東）では留鳥または漂鳥。本州（中部以

西）、四国、九州、南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の崖のほか、橋脚や煙突などの人工建造物で繁殖

する。ネズミ類や小鳥、昆虫類を食べる。 

【確認状況】：秋季に、曙運河の上空を飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：モズ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の疎林、耕作地、河畔林、公園などに生息し、昆

虫類やミミズ類、両生・は虫類などを食べる。 

【確認状況】：秋季、冬季に、広葉樹林の枝で鳴く個体と、採餌する個体が確

認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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(ｳ) は虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-14 に示すとおり１目３科３種

のは虫類が確認された。 

調査範囲内の明るい草地や樹林環境ではニホントカゲ、ニホンカナヘビが確認され、

遊歩道脇ではニホンヤモリが確認された。 

表 9.2-14 は虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 25年度 平成 26年度 

秋季 冬季 春季 初夏季 夏季 

1 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ    ○  

2 トカゲ科 ニホントカゲ     ○ 

3 カナヘビ科 ニホンカナヘビ   ○ ○ ○ 

計 1目 3科 3種 0種 0種 1種 2種 2種 

 

ｂ．注目される種 

確認されたは虫類のうち、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）に基づく天然記

念物、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）

に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種の

リスト 爬虫類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及び「レッドデータブック東京

2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の掲載種を抽出した結果、表 9.2-15 に示

す３種が該当した。 

注目されるは虫類の生態及び確認状況は、表 9.2-16に示すとおりである。 

表 9.2-15 注目されるは虫類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ    VU 

2 トカゲ科 ニホントカゲ    CR+EN 

3 カナヘビ科 ニホンカナヘビ    VU 

計 1目 3科 3種 0種 0種 0種 3種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に基づく

天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国内希少野生動

植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト は虫類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  CR+EN：絶滅危惧 I類 VU:絶滅危惧 II類 
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表 9.2-16 注目されるは虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ニホンヤモリ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：体色は淡い灰色に暗褐色の斑紋があるが、温度などにより

大きく変わる。体は平たく指先が扁平で、壁を垂直に登っ

たり、天井なども巧みに素早く動く。尾は自切する。瞼が

なく目を閉じることはない。夜行性でガ類など昆虫類、ク

モ類を食べる。古い時代の大陸からの移入種。 

【確認状況】：初夏季に、計画地外の人工構造物上で死体が確認された。 

 
【種  名】：ニホントカゲ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州 

【形  態】：体鱗には光沢があり、オスの成体は頭部が発達し、繁殖期

はのどや腹部がオレンジ色になる。オスは背面が茶褐色で

体側に黒褐色の帯がある。メスは幼体の体色があせた感じ

で、幼体は背面が黒く黄白色の 5 本の縦縞が入り、尾は鮮

やかなコバルトブルー。昼行性でクモ類、昆虫類、陸生甲

殻類などを食べる肉食性。尾は自切する。 

【確認状況】：夏季に、計画地外の樹林内の伐木集積場で成体が確認され

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ニホンカナヘビ 

【分  布】：北海道、本州、四園、九州 

【形  態】：ニホントカゲに比べずっと細身で尾は長く全長の 3 分の 2

強。体色は背面が褐色、腹面は白または黄色。体側に白と

暗褐色の縞がはしる。背面の鱗にはうね(キール)があり、

ザラザラした感じ。幼体の体色は全体に暗く、特に尾部は

顕著。昼行性でクモ類や昆虫類、ダンゴムシなど陸生甲殻

類などを食べる肉食性。尾は自切する。 

【確認状況】：夏季に、計画地内の草地で成体が確認された。春季、初夏

季には、計画地周辺の人工構造物上、遊歩道沿いで成体が

確認された。  

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 

 

 (ｴ) 両生類 

ａ．確認種 

現地調査により、両生類は確認されなかった。 

ｂ．注目される種 

現地調査により、両生類の注目される種は確認されなかった。 

 

(ｵ) 昆虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-17(1)～(4)に示すとおり 10 目

94科 289種の昆虫類が確認された。 

夢の島公園全体はユーカリ等の植栽樹林が中心であるが、南側に道路及び鉄道と並行

して樹林が形成されており、林床にウマノスズクサが生育しているためジャコウアゲハ

が確認されたのが特徴的であった。その他、シオカラトンボ、ショウジョウトンボ、シ

ロテンハナムグリやナガサキアゲハ、ウラナミシジミ、セグロアシナガバチ、コガタス

ズメバチ等、平地の人工的な樹林や花壇、草地を反映した昆虫が確認された。 
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表 9.2-17(1) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

平成 25 年度 平成 26 年度 
秋季 春季 初夏季 夏季 秋季 

1 ﾄﾝﾎﾞ目(蜻蛉目) ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ     ○ 
2  ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ    ○  
3  ﾄﾝﾎﾞ科 ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ  ○ ○   
4   ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ  ○ ○ ○  
5   ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ    ○  
6   ﾅﾂｱｶﾈ ○     
7   ｱｷｱｶﾈ     ○ 
8 ｶﾏｷﾘ目(蟷螂目) ｶﾏｷﾘ科 ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ ○    ○ 
9   ｵｵｶﾏｷﾘ     ○ 
10 ﾊｻﾐﾑｼ目(革翅目) ﾏﾙﾑﾈﾊｻﾐﾑｼ科 ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ  ○    
11   ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ  ○    
12 ﾊﾞｯﾀ目(直翅目) ﾂﾕﾑｼ科 ﾂﾕﾑｼ   ○   
13   ﾋﾒｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ     ○ 
14  ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ﾎｼｻｻｷﾘ   ○  ○ 
15  ﾏﾂﾑｼ科 ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ   ○   
16  ｶﾈﾀﾀｷ科 ｶﾈﾀﾀｷ ○    ○ 
17  ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ科 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ     ○ 
18   ｳｽｸﾞﾓｽｽﾞ    ○ ○ 
19   ｼﾊﾞｽｽﾞ     ○ 
20  ﾊﾞｯﾀ科 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ    ○ ○ 
21  ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ科 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ    ○ ○ 
22 ｶﾒﾑｼ目(半翅目) ｳﾝｶ科 ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ  ○    
23   ｺﾌﾞｳﾝｶ   ○   
24  ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ科 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ    ○ ○ 
25  ｾﾐ科 ｸﾏｾﾞﾐ    ○  
26   ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ    ○  
27   ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ    ○  
28   ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ    ○  
29  ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ ○     
30   ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ   ○   
31  ﾖｺﾊﾞｲ科 ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ     ○ 
32   ｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ   ○   
33   Pagaronia 属  ○    
34   ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ  ○    
35  ｻｼｶﾞﾒ科 ﾓﾓﾌﾞﾄﾄﾋﾞｲﾛｻｼｶﾞﾒ  ○    
36  ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科 ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ  ○ ○   
37   ﾀﾌﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ  ○    
38   ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ  ○   ○ 
39  ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ﾅｶｸﾞﾛｶｽﾐｶﾒ   ○   
40   ﾓﾓｱｶﾊｷﾞｶｽﾐｶﾒ  ○    
41   ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒ   ○   
42   ﾂﾏｸﾞﾛﾊｷﾞｶｽﾐｶﾒ   ○   
43   ﾖﾂﾎﾞｼｶｽﾐｶﾒ    ○  
44   ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○     
45   ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ  ○    
46  ﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ  ○  ○  
47   ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ  ○    
48   ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○  ○ ○ 
49   ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○    
50  ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○    
51   ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○ ○   
52  ｲﾄｶﾒﾑｼ科 ｲﾄｶﾒﾑｼ  ○    
53  ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○   
54   ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○    
55   ﾆｯﾎﾟﾝｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○    
56   ﾋﾒｵｵﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○   ○ 
57   ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○    
58   ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○ ○   
59   ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○ ○   
60   ﾑﾗｻｷﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○    
61  ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾂﾁｶﾒﾑｼ    ○ ○ 
62   ﾏﾙﾂﾁｶﾒﾑｼ  ○    
63  ｶﾒﾑｼ科 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ  ○ ○   
64   ｳｼｶﾒﾑｼ ○     
65   ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ   ○   
66   ﾏﾙｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○   
67   ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ ○     
68   ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ   ○   
69   ｱｶｽｼﾞｶﾒﾑｼ   ○   
70   ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ  ○ ○   
71  ﾏﾙｶﾒﾑｼ科 ﾏﾙｶﾒﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ 
72  ｱﾒﾝﾎﾞ科 ｱﾒﾝﾎﾞ     ○ 
73  ｱﾌﾞﾗﾑｼ科 ｱﾌﾞﾗﾑｼ科 ○     
74  ﾐｽﾞﾑｼ科 ｴｻｷｺﾐｽﾞﾑｼ   ○   
75 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目(脈翅目) ｸｻｶｹﾞﾛｳ科 ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ     ○ 
76   ﾔﾏﾄｸｻｶｹﾞﾛｳ ○ ○ ○  ○ 
77   ｶｵﾏﾀﾞﾗｸｻｶｹﾞﾛｳ ○     
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9.2生物・生態系 

表 9.2-17(2) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

平成 25 年度 平成 26 年度 
秋季 春季 初夏季 夏季 秋季 

78 ﾁｮｳ目(鱗翅目) ｽｶｼﾊﾞｶﾞ科 ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｽｶｼﾊﾞ   ○   
79  ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ    ○  
80  ｲﾗｶﾞ科 ｷﾝｹｳｽﾊﾞｲﾗｶﾞ ○     
81  ﾏﾀﾞﾗｶﾞ科 ﾎﾀﾙｶﾞ   ○   
82  ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ  ○ ○ ○ ○ 
83   ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ     ○ 
84  ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ﾙﾘｼｼﾞﾐ  ○ ○   
85   ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ     ○ 
86   ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ ○    ○ 
87   ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ   ○  ○ 
88   ﾑﾗｻｷﾂﾊﾞﾒ    ○ ○ 
89   ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ    ○ ○ 
90   ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 ○ ○ ○ ○ ○ 
91  ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ  ○    
92   ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ    ○  
93   ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ○ ○  ○  
94   ｷﾀﾃﾊ     ○ 
95   ｱｶﾀﾃﾊ     ○ 
96  ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ本土亜種  ○ ○ ○  
97   ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ  ○ ○ ○ ○ 
98   ｷｱｹﾞﾊ   ○   
99   ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ  ○    
100   ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種   ○   
101   ﾅﾐｱｹﾞﾊ  ○ ○ ○  
102  ｼﾛﾁｮｳ科 ｷﾀｷﾁｮｳ   ○  ○ 
103   ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○ ○ ○  ○ 
104  ﾂﾄｶﾞ科 ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ   ○   
105   ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ  ○  ○  
106   ﾋﾒｼﾛﾉﾒｲｶﾞ    ○  
107   ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ ○ ○   ○ 
108   ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ     ○ 
109  ﾒｲｶﾞ科 ｱｵﾌﾄﾒｲｶﾞ   ○   
110  ｼｬｸｶﾞ科 ｺﾖﾂﾒｱｵｼｬｸ   ○   
111   ﾌﾀｽｼﾞｵｴﾀﾞｼｬｸ   ○   
112  ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｳﾝﾓﾝｽｽﾞﾒ   ○   
113   ｵｵｽｶｼﾊﾞ     ○ 
114   ﾎｼﾎｳｼﾞｬｸ ○    ○ 
115  ﾔｶﾞ科 ﾂﾒｸｻｶﾞ    ○  
116   ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ  ○    
117   ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ  ○    
118 ﾊｴ目(双翅目) ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾎﾘｶﾜｸｼﾋｹﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ  ○    
119   ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ  ○    
120  ﾕｽﾘｶ科 ﾕｽﾘｶ科 ○     
121  ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 ﾊﾗｷﾝﾐｽﾞｱﾌﾞ  ○    
122  ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科 ﾅﾐﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ  ○    
123   ｼｵﾔｱﾌﾞ   ○   
124  ﾂﾘｱﾌﾞ科 ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ   ○ ○  
125  ﾊﾅｱﾌﾞ科 ﾅｶﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○    
126   ｸﾛﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○ ○   
127   ﾌﾀｽｼﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○    
128   ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○ ○ ○ ○ ○ 
129   ｷｺﾞｼﾊﾅｱﾌﾞ ○    ○ 
130   ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ  ○    
131   ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○ ○  ○ 
132   ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ ○ ○   ○ 
133   ﾎｿﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○     
134   ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○    
135   ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○   
136   ｷｱｼﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○    
137   ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ ○ ○   ○ 
138   ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○ ○  ○ 
139   ｷﾀﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ  ○    
140  ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ○     
-   Drosophila 属 ○     

141  ﾔﾁﾊﾞｴ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ     ○ 
142  ｸﾛﾊﾞｴ科 ﾎﾎｸﾞﾛｵﾋﾞｷﾝﾊﾞｴ ○     
143   ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ ○  ○  ○ 
144  ﾒﾊﾞｴ科 ﾑﾈｸﾞﾛﾒﾊﾞｴ  ○    
145  ｲｴﾊﾞｴ科 ｾﾏﾀﾞﾗｲｴﾊﾞｴ ○     
146   ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｸﾛﾊﾞｴ ○     
147 ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目) ｵｻﾑｼ科 ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ  ○ ○   
148   ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ     ○ 
149   ｱｶｱｼﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾓｸﾑｼ     ○ 
150   ｺﾙﾘｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ     ○ 
151   ｵｵｺﾞﾐﾑｼ   ○   
152   ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ  ○    
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9.2生物・生態系 

表 9.2-17(3) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

平成 25 年度 平成 26 年度 
秋季 春季 初夏季 夏季 秋季 

153 （ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目)）  ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ  ○    
154   ﾂﾔﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ  ○    
155   ｲﾂﾎｼﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ  ○    
156   ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○ 
157   ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○     
158  ﾊﾝﾐｮｳ科 ﾄｳｷｮｳﾋﾒﾊﾝﾐｮｳ   ○   
159  ｶﾞﾑｼ科 ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ  ○    
160  ｴﾝﾏﾑｼ科 ﾆｾﾋﾒﾅｶﾞｴﾝﾏﾑｼ  ○    
161  ｼﾃﾞﾑｼ科 ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ  ○ ○ ○  
162  ﾊﾈｶｸｼ科 ﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ   ○   
163   Philonthus 属   ○   
164  ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科 ｺｸﾜｶﾞﾀ   ○   
165  ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ    ○  
166   ﾋﾒｻｸﾗｺｶﾞﾈ   ○   
167   ﾋﾒｶﾝｼｮｺｶﾞﾈ  ○    
168   ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ   ○   
169   ﾅﾐﾊﾅﾑｸﾞﾘ  ○    
170   ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ  ○  ○ ○ 
171   ｸﾛｺｶﾞﾈ   ○   
172   ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ  ○    
173   ﾏﾙｶﾞﾀﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ    ○  
174   ｸﾘｲﾛｺｶﾞﾈ  ○    
175   ﾊﾗｹﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ  ○    
176   ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ   ○ ○  
177   ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ  ○ ○   
178   ﾏﾒｺｶﾞﾈ   ○ ○  
179   ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ   ○ ○  
180   ｶﾅﾌﾞﾝ   ○   
181  ﾀﾏﾑｼ科 ﾋｼﾓﾝﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ  ○    
182   ﾏｻｷﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ   ○   
183   ｳｸﾞｲｽﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ  ○    
184   ﾋﾒﾋﾗﾀﾀﾏﾑｼ  ○    
185   ｸｽﾞﾉﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ   ○   
186  ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ｻﾋﾞｷｺﾘ  ○    
187   ｸｼｺﾒﾂｷ   ○ ○  
188   ｸﾛｸｼｺﾒﾂｷ  ○ ○   
189   ｶﾝﾄｳﾂﾔﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾒﾂｷ  ○    
190   ｺﾊﾅｺﾒﾂｷ  ○ ○   
191  ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ科 ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ  ○    
192  ｼﾊﾞﾝﾑｼ科 ﾂﾂｶﾞﾀｼﾊﾞﾝﾑｼ   ○ ○  
193  ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○   
194   ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ  ○    
195   ﾄﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○   
196   ﾅﾐﾃﾝﾄｳ  ○    
197   ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ  ○ ○   
198   ﾌﾀﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○   
199   ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ   ○  ○ 
200   ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾃﾝﾄｳ ○     
201   ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ  ○    
202   ｸﾓｶﾞﾀﾃﾝﾄｳ ○    ○ 
203   ｸﾛﾂﾔﾃﾝﾄｳ   ○   
204  ｷｽｲﾑｼ科 ｸﾛﾓﾝｷｽｲ ○     
205  ﾈｽｲﾑｼ科 ﾄﾋﾞｲﾛﾃﾞｵﾈｽｲ   ○   
206  ｹｼｷｽｲ科 Epuraea 属 ○     
207   ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ  ○   ○ 
208   ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ    ○ ○ 
209  ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ科 ﾌﾀﾄｹﾞﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ  ○    
210  ｱﾘﾓﾄﾞｷ科 ｷｱｼｸﾋﾞﾎﾞｿﾑｼ  ○ ○  ○ 
211  ﾅｶﾞｸﾁｷﾑｼ科 ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾎｿﾅｶﾞｸﾁｷ   ○   
212  ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾄﾋﾞｲﾛｸﾁｷﾑｼ  ○ ○   
213   ｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ○  
214   ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○   
215   ﾕﾐｱｼｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ    ○  
216   ｺﾏﾙﾑﾈｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○   
217  ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ﾖﾂｽｼﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ    ○  
218   ﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ    ○  
219   ﾗﾐｰｶﾐｷﾘ  ○    
220  ﾊﾑｼ科 ｱｶﾊﾞﾅｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ  ○    
221   ﾋﾒﾃﾝﾄｳﾉﾐﾊﾑｼ  ○ ○   
222   ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ  ○    
223   ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ  ○    
224   ﾁｬﾊﾞﾗﾏﾒｿﾞｳﾑｼ   ○   
225   ｱｽﾞｷﾏﾒｿﾞｳﾑｼ  ○    
226   ﾋﾒﾄﾞｳｶﾞﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ  ○    
227   ｲﾓｻﾙﾊﾑｼ  ○    
228   ｶｻﾊﾗﾊﾑｼ    ○  
229   ｷﾊﾞﾗﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ  ○  ○  
230   ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ   ○   
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表 9.2-17(4) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

平成 25 年度 平成 26 年度 
秋季 春季 初夏季 夏季 秋季 

231 （ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目)） （ﾊﾑｼ科） ｸﾛﾎﾞｼﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○ ○   ○ 
232   ｵｵﾊﾞｺﾄﾋﾞﾊﾑｼ   ○   
233   ﾖﾓｷﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ  ○    
234   ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ  ○    
235   ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ    ○  
236   ｴﾉｷﾊﾑｼ   ○   
237   ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ  ○ ○  ○ 
238  ｿﾞｳﾑｼ科 ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ  ○    
239   ﾁﾋﾞﾒﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ  ○ ○   
240   ﾋﾚｱﾐﾒｷｸｲｿﾞｳﾑｼ   ○   
241   ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ  ○ ○   
242   ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾀｺｿﾞｳﾑｼ  ○    
243   ｹﾌﾞｶｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ  ○    
244   ﾁﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ  ○    
245   ﾆﾚﾉﾐｿﾞｳﾑｼ  ○    
246   ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ  ○ ○ ○  
247   ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ  ○   ○ 
248   ｹﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ   ○   
249   ﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ  ○    
250   ｹｼﾂﾁｿﾞｳﾑｼ  ○    
251  ｵｻｿﾞｳﾑｼ科 ｽｷﾞｷｸｲｻﾋﾞｿﾞｳﾑｼ  ○    
252  ｷｸｲﾑｼ科 ｷｸｲﾑｼ科  ○    
253 ﾊﾁ目(膜翅目) ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科 ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ   ○   
254  ﾊﾊﾞﾁ科 ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ     ○ 
255  ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ科 ｵﾆｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ   ○   
256  ｱﾘ科 ｱｼﾅｶﾞｱﾘ ○ ○  ○ ○ 
257   ｸﾛｵｵｱﾘ  ○ ○ ○ ○ 
258   ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ  ○ ○   
259   ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ  ○    
260   ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○ ○ ○ ○ ○ 
261   ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ  ○ ○ ○  
262   ﾋｹﾞﾅｶﾞｹｱﾘ ○     
263   ｱﾒｲﾛｱﾘ ○ ○  ○  
264   ｵｵｽﾞｱﾘ  ○    
265   ｱﾐﾒｱﾘ  ○ ○  ○ 
266   ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ  ○   ○ 
267  ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ科 ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ   ○ ○  
268   ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ    ○  
269   ﾐｶﾄﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ   ○   
270   ｽｽﾞﾊﾞﾁ    ○  
271   ｷｵﾋﾞﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ  ○    
272  ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ﾑﾓﾝﾎｿｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ  ○    
273   ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ  ○ ○ ○  
274   ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ  ○   ○ 
275   ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ   ○   
276   ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ     ○ 
277  ﾂﾁﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ   ○ ○ ○ 
278   ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ     ○ 
279   ｼﾛｵﾋﾞﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ  ○    
280   ｷｵﾋﾞﾂﾁﾊﾞﾁ  ○ ○   
281  ﾌｼﾀﾞｶﾊﾞﾁ科 ﾅﾐﾂﾁｽｶﾞﾘ  ○ ○   
282  ｱﾅﾊﾞﾁ科 ﾔﾏﾄﾙﾘｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ   ○   
283   ｺｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ   ○   
284  ﾐﾂﾊﾞﾁ科 ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ ○ ○   ○ 
285   ｷﾑﾈｸﾏﾊﾞﾁ  ○ ○  ○ 
286  ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ  ○ ○  ○ 
287  ﾊｷﾘﾊﾞﾁ科 ｵｵﾊｷﾘﾊﾞﾁ     ○ 
288   ﾂﾙｶﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ   ○   
289  ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ｷｵﾋﾞｺｼﾌﾞﾄﾋﾒﾊﾞﾁ  ○    

計 10 目 94 科 289 種 40 種 141 種 114 種 59 種 74 種 
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ｂ．注目される種 

確認された昆虫類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都に該当する

掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.2-18に示す２種が該当した。 

注目される昆虫類の生態及び確認状況は、表 9.2-19に示すとおりである。 

表 9.2-18 注目される昆虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 ﾊﾞｯﾀ目 ﾏﾂﾑｼ科 ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ       DD 

2 ｺｳﾁｭｳ目 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ﾅﾐﾊﾅﾑｸﾞﾘ    CR 

計 2目 2科 2種 0種 0種 0種 2種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  CR：絶滅危惧ⅠA 類 DD:情報不足 
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表 9.2-19 注目される昆虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ヒロバネカンタン 

【分  布】：本州、四国、九州、対馬、南西諸島 

【形  態】：淡緑色で、腹面は黒くならない。カンタンに似るが、オス

の前翅はやや幅広く、メスの産卵器はやや長め。空地、畑

地、荒地、海浜などに成立した乾性草地に生息する。 

【確認状況】：初夏季に、計画地外の高茎草地で個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ナミハナムグリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、対馬 

【形  態】：背面は緑黄色の被覆物に覆われつやはない。頭楯の前縁は

縁どられ、中央はゆるやかに湾入する。前胸背および上翅

は黄褐色の長毛をやや密に装い、上翅の縦隆線は明瞭。成

虫は各種の花に集まる。 

【確認状況】：春季に、計画地外のイボタに訪花する個体が確認された。 

 
注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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(ｶ) クモ類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.2-20 に示すとおり１目 11 科 32

種のクモ類が確認された。 

造網性クモ類は、ゴミグモやチュウガタシロカネグモ等、都市部でも見られる種類が

多く、人工的な公園の環境を反映して、ヤハズフクログモ、チュウカカニグモ等の待ち

伏せタイプやキンイロエビグモ、マミジロハエトリ等の徘徊性クモ類等、広く観察され

る種が多く見られた。 

表 9.2-20 クモ類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

平成 25 年度 平成 26 年度 
秋季 春季 初夏季 夏季 秋季 

1 クモ目 トタテグモ科 キシノウエトタテグモ   ○   
2  ヒメグモ科 ハイイロヒメグモ ○     
3   オオヒメグモ ○     
4   カニミジングモ ○     
5  アシナガグモ科 チュウガタシロカネグモ  ○    
-   Leucauge 属 ○     
6   ジョロウグモ ○     
7  コガネグモ科 Araneus 属  ○    
8   ナガコガネグモ   ○ ○  
-   Argiope 属     ○ 
9   ギンメッキゴミグモ  ○    
10   ゴミグモ ○ ○    
11   ドヨウオニグモ  ○    
-   Neoscona 属  ○    
12  ササグモ科 ササグモ ○ ○    
-   Oxyopes 属  ○   ○ 
13  ハグモ科 ネコハグモ ○     
14  ウエムラグモ科 イタチグモ   ○   
15  フクログモ科 マダラフクログモ     ○ 
16   ヤハズフクログモ   ○   
-   Clubiona 属  ○    
17  エビグモ科 キンイロエビグモ ○ ○    
18  カニグモ科 ハナグモ ○    ○ 
19   マツモトオチバカニグモ   ○   
20   ワカバグモ ○     
21   アズチグモ ○     
22   セマルトラフカニグモ ○  ○   
23   チュウカカニグモ   ○   
24   ヨコフカニグモ   ○   
-   Xysticus 属  ○ ○  ○ 
25  ハエトリグモ科 カタオカハエトリ  ○    
26   マミジロハエトリ ○ ○    
-   Evarcha 属     ○ 
27   ヤガタアリグモ     ○ 
28   ヤサアリグモ  ○    
29   アリグモ  ○    
30   カラスハエトリ  ○    
-   Rhene 属 ○     
31   アオオビハエトリ  ○    
32   シラホシコゲチャハエトリ   ○   
-   ハエトリグモ科   ○  ○ 

計 1 目 11 科 32 種 15 種 15 種 9 種 1 種 7 種 
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ｂ．注目される種 

確認されたクモ類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト クモ類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都に該当する

掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.2-21に示す２種が該当した。 

注目されるクモ類の生態及び確認状況は、表 9.2-22に示すとおりである。 

  

表 9.2-21 注目されるクモ類 

No 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 クモ目 トタテグモ科 キシノウエトタテグモ   NT VU 

2  カニグモ科 ヨコフカニグモ    NT 

計 1目 2科 2種 0種 0種 1種 2種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト クモ類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

  NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 

 

表 9.2-22 注目されるクモ類の生態及び確認状況 

【種  名】：キシノウエトタテグモ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：前体は黒褐色で歩脚はやや赤みを帯びる。腹部は紫褐色、

褐色あるいは黒褐色。トタテグモ下目に属する原始的なク

モで、8眼、3爪を有し、書肺は 2対。上顎は強大で馬鍬を

有し、下顎に多数の歯状突起を備える。前内疣の基部はや

や接近する。地中に比較的短い管状住居を作り、入り口に

扉をつける。 

【確認状況】：初夏季に、計画地外のマテバシイの林内に設置したベイト

トラップで個体が確認された。  
【種  名】：ヨコフカニグモ 

【分  布】：北海道、本州、九州 

【形  態】：雌の背甲は淡褐色で両側に黒褐色の縦条がある。腹部は褐

色の地に白い線条や黒斑がある。雄は初期には雌と同様の

色彩斑紋をしているが、時間とともに黒くなる。狩猟性で

網を張らない。 

【確認状況】：初夏季に、計画地外の落葉広葉樹林の林床で個体が確認さ

れた。 

 
注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

地形の状況は、「9.1 生物の生育・生息基盤 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 2)地形・

地質の状況」（p.29 参照）に示したとおりである。計画地は沖積低地に位置し、東京湾を埋

め立てて造成された人工地盤の区域となっている。計画地及びその周辺の地盤は、東京層や

関東ローム層からなる洪積層で形成され、標高は地盤面が T.P.+4m程度の平坦な地形である。 

地質の状況は、「9.1 生物の生育・生息基盤 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 2)地形・

地質の状況」（p.29 参照）に示したとおりである。計画地及びその周辺は、上総層群を基盤

として、江戸川層、東京礫層、本郷層、七号地層が堆積し、表層付近に有楽町層が堆積し、

その上位に埋立層が存在する。また、計画地及びその周辺の表層は、廃棄物の埋め立てによ

り形成されており、最上位は落葉等による腐植層、表層土及び覆土が存在する。 

イ．植生等の状況 

植生等の状況は、「9.1 生物の生育・生息基盤 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 5)植

生の状況」（p.36 参照）に示したとおりである。計画地は主に「ゴルフ場・芝地」であり、

夢の島公園は「残存・植栽樹群をもった公園、墓地等」に区分されている。また、夢の島

公園の西側に位置する総合運動場には「ゴルフ場・芝地」が広がっている。夢の島公園の

東側は工場地帯であり、夢の島大橋の北側及び一般国道 357 号（湾岸道路）の南側は「市

街地」となっている。 

現地調査結果によると、計画地内は円形広場にシバ群落が広がり、これを囲むように常

緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽が広がっている。計画地の南側は落葉広葉樹や混交林のまと

まった植栽樹林が広がり、駐車場を挟んで一般国道 357 号（湾岸道路）沿いには帯状に常

緑針葉樹と常緑広葉樹の植栽が広がる。また、計画地の北側には夢の島熱帯植物館、東側

には BumB東京スポーツ文化館と新江東清掃工場があり、人工構造物となっている。 

- 76 - 



9.2生物・生態系 

ウ．大気環境 

計画地周辺の大気汚染常時監視測定局における平成 26 年度の二酸化窒素、二酸化硫黄、

一酸化炭素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、微小粒子状物質、ダイオキシン類及び

空間線量率の測定結果は、表 9.2-23～28に示すとおりである。 

二酸化窒素の日平均値の年間 98％値は、一般局で 0.043ppm～0.046ppm、自排局で 0.051ppm

であり、全地点において環境基準を達成していた。 

二酸化硫黄の日平均値の 2％除外値は、一般局で 0.006ppmであり、環境基準を達成してい

た。 

一酸化炭素の日平均値の2％除外値は、自排局で0.7ppmであり、環境基準を達成していた。 

浮遊粒子状物質の日平均値の年間 2％除外値は、一般局で 0.054mg/m3～0.061mg/m3、自排

局で 0.056mg/m3であり、全地点において環境基準を達成していた。 

光化学オキシダントの昼間の１時間値は、一般局の 2地点でそれぞれ 0.120ppm、0.138ppm

であり、いずれの地点も環境基準を達成していなかった。 

微小粒子状物質の年平均値は一般局で 15.2μg/m3、自排局で 16.8μg/m3、日平均値の 98％

値は一般局で 36.3μg/m3、自排局で 38.5μg/m3であり、いずれの地点も環境基準を達成して

いなかった。 

気象の状況は、「9.1 生物の生育・生息基盤 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 6)気象の

状況」（p.39 参照）に示したとおりである。計画地周辺の東京管区気象台における年間降水

量は 1,528.8mm、年平均気温の平年値（昭和 56年～平成 22年）は 15.4℃である。 
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9.2生物・生態系 

表 9.2-23 大気汚染常時監視測定局測定結果(二酸化窒素) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(ppm) 

日平均値の 
年間 98％値 

(ppm) 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
0.020 0.044 ○ 

1時間値の 1日
平 均 値 が
0.04ppm か ら
0.06ppmまでの
ゾーン内又は
それ以下であ
ること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
0.026 0.046 ○ 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
0.021 0.043 ○ 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
0.029 0.051 ○ 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、長期的評価による。(○：達成) 

3) 地点番号は、図 9.2-2（p.48参照）に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 

 

表 9.2-24 大気汚染常時監視測定局測定結果(二酸化硫黄) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(ppm) 

日平均値の
2％除外値 

(ppm) 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
－ － － 

1時間値の 1日
平 均 値 が
0.04ppm以下で
あり、かつ、1
時 間 値 が
0.1ppm 以下で
あること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
－ － － 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
0.002 0.006 ○ 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
－ － － 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、長期的評価による。(○：達成) 

3）地点番号は、図 9.2-2(p. 48参照)に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 
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表 9.2-25 大気汚染常時監視測定局測定結果(一酸化炭素) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(ppm) 

日平均値の
2％除外値 

(ppm) 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
－ － － 

1時間値の 1日
平均値が 10ppm
以下であり、か
つ、1時間値の 
8時間平均値が
20ppm以下であ
ること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
－ － － 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
－ － － 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
0.4 0.7 ○ 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、長期的評価による。(○：達成) 

3) 地点番号は、図 9.2-2(p. 48参照)に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 

 
 

表 9.2-26 大気汚染常時監視測定局測定結果(浮遊粒子状物質) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(mg/m3) 

日平均値の 
2％除外値 
(mg/m3) 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
0.024 0.054 ○ 

1時間値の 1日
平 均 値 が
0.10mg/m3 以下
であり、かつ、
1 時 間 値 が
0.20mg/m3 以下
であること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
0.022 0.060 ○ 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
0.022 0.061 ○ 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
0.020 0.056 ○ 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、長期的評価による。(○：達成) 

3）地点番号は、図 9.2-2(p. 48参照)に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 
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9.2生物・生態系 

表 9.1-27 大気汚染常時監視測定局測定結果(光化学オキシダント) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(ppm) 

昼間の 1 時間
値の最高値
（ppm） 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
0.029 0.120 × 

1 時 間 値 が
0.06ppm以下で
あること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
－ － － 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
0.030 0.138 × 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
－ － － 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、短期的評価による。(×：非達成) 

3）地点番号は、図 9.2-2(p. 48参照)に対応する 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 

 

表 9.1-28 大気汚染常時監視測定局測定結果(PM2.5) 

区 分 地点番号 測定局名 
年平均値 
(μg/m3) 

日平均値の 
年間 98％値 
(μg/m3) 

環境基準 
達成状況 

環境基準 

一般環境 
大気測定局 

No.1 
江戸川区南葛西 

測定局 
15.2 36.3 × 

１年平均値が
15μg/m3 以 下
であり、かつ、
１日平均値が
35μg/m3 以 下
であること。 

No.2 
江東区豊洲 

測定局 
－ － － 

No.3 
江東区東陽 

測定局 
－ － － 

自動車排出 
ガス測定局 

No.4 
三ツ目通り辰巳 

測定局 
16.8 38.5 × 

注 1）測定値は、平成 26年度の結果である。 

2）環境基準の達成状況は、長期的評価による。(×：非達成) 

3）地点番号は、図 9.2-2(p. 48参照)に対応する。 

出典：「大気汚染結果ダウンロード」(平成 27年 10月 22日参照 東京都環境局ホームページ) 

https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/air_pollution/result_measurement.html 

「大気汚染常時測定」（平成 27年 10月 22日参照 江東区ホームページ） 

https://www.city.koto.lg.jp/seikatsu/kankyo/7289/17862.html 
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エ．地域社会とのつながり 

計画地周辺は夢の島公園であり、公園内には夢の島熱帯植物館、BumB東京スポーツ文化館

等の施設があるほか、陸上競技場や円形広場を中心として都市部に整備された緑地が広がっ

ている。公園内は、散歩、ジョギング、広場遊戯や休息等の多数の市民利用があり、花見等

四季折々の植物や動物を身近に感じることのできる場となっている。また、北側の砂町運河

沿いには夢の島マリーナにボートやヨットが多数係留され、都市部における親水利用を身近

に感じることのできる場となっている。 

3) 生態系の状況 

動植物の現地調査結果を基に、計画地及びその周辺における生態系の機能や構成要素、食物

連鎖による生態系構成要素は、表 9.2-29に示すとおりである。 

計画地及びその周辺は、生産者である植生の状況から生態系の機能として、樹林環境、草地

環境、市街地等の３区分に分類される。これらの環境区分で主に見られる陸上植物、陸上動物

について、食物連鎖による生物の相互の関係を整理し、図 9.2-3に整理した。 

生産者としては、樹林環境ではケヤキ、クロマツ、スダジイ、マテバシイ、クスノキ、タブ

ノキ等の植栽樹林、草地環境ではメヒシバ、エノコログサ、シバ、ドクダミ、ハイキンポウゲ

等の草本群落、市街地等ではクロマツ、サツキ、ユーカリ等があげられる。 

生産者である植物の葉や茎、果実、種子等を採食する下位消費者としては、バッタ目、コウ

チュウ目、ハエ目、チョウ目等の昆虫類、キジバト等の植食性鳥類があげられる。 

下位消費者である昆虫類等を捕食する中位消費者としては、ヒナコウモリ科の哺乳類、コゲ

ラ、オナガ、シジュウカラ、メジロ、ヒヨドリ、ヒバリ、ムクドリ、ツバメ等の鳥類のほか、

は虫類のニホンヤモリ、ニホントカゲ、ニホンカナヘビがあげられる。 

下位から中位消費者を捕食する上位消費者としては、小型哺乳類や昆虫類等を捕食するモズ

等の鳥類、雑食性のハシブトガラス等のほか、雑食性のハクビシンがあげられる。 

食物連鎖の最も上位に位置する最上位消費者としては、行動圏が広く小型鳥類や昆虫類を捕

食するハイタカ、ノスリ、チョウゲンボウの猛禽類があげられる。 
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9.2生物・生態系 

表 9.2-29 環境区分別に見る生態系の状況 

環境区分 樹林環境 草地環境 市街地等 

共通する 

環境要素 

計画地及びその周辺は、沖積低地に位置し埋立てにより平坦化された人工地盤の区域とな

っている。計画地周辺の標高は約４ｍである。 

上総層群を基盤として、その上位に江戸川層、東京礫層、七号地層が堆積し、表層付近に

は有楽町層が堆積し、その上位に埋立層が存在する。また、計画地及びその周辺の表層は、

廃棄物の埋め立てにより形成されており、最上位は落葉等による腐植層、表層土及び覆土が

存在する。 

環境区分別の状況 

樹林環境は、計画地内では

植栽されたケヤキ、マテバシ

イが該当する。計画地周辺で

は、公園内に常緑広葉樹、落

葉広葉樹等が広く植栽され

ている。 

主な植生は、道路脇にクロ

マツ等が植栽されており、ケ

ヤキ、スダジイ、マテバシイ、

クスノキ、タブノキ等の植栽

樹林群が分布する。 

主な動物相は樹林環境に

依存するコゲラ、シジュウカ

ラ等の鳥類、コウチュウ目、

セミ目等の昆虫類、ハクビシ

ン等の中型哺乳類が生息す

る。 

草地環境は、計画地内の中

央の円形広場にシバ草地が

分布する。また、計画地の西

側に位置する陸上競技場に

シバ草地が存在する。 

主な植生は、メヒシバ、エ

ノコログサ、シバ、ドクダミ、

ハイキンポウゲ等の草本が

見られる。 

主な動物相は、草地環境に

依存するムクドリ等の鳥類、

ニホンカナヘビ等のは虫類

のほか、ヒロバネカンタンや

ウラナミシジミ等の昆虫類

が生息する。 

計画地及びその周辺は、公

園等を除くと供給処理施設、

倉庫・運輸関係施設、事務所

建築物等の混合用途の市街

地が形成されている。 

市街地は主に人工構造物

で占められているが、道路沿

いの街路樹等の植生が見ら

れる。 

主な動物相は、ヒナコウモ

リ科のねぐら利用、トンボ類

やハチ類の昆虫類やハシブ

トガラス、スズメ等の鳥類の

利用が見られる。 

生態系 

構成要素 

最上位 

消費者 

鳥 類：ハイタカ、ノスリ  鳥 類：ノスリ、チョウゲン

ボウ 

鳥 類：チョウゲンボウ 

上 位 

消費者 

哺乳類：ハクビシン 

鳥 類：モズ 

哺乳類：ハクビシン 

鳥 類：モズ、ハシブトガラ

ス 

哺乳類：ハクビシン 

鳥 類：ハシブトガラス 

中 位 

消費者 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：コゲラ、オナガ、シ

ジュウカラ 等 

は虫類：ニホンヤモリ 

 

 

クモ類：キシノウエトタテグ

モ、ゴミグモ  等 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：ツグミ、ヒヨドリ、

ムクドリ 等 

は虫類：ニホンヤモリ、ニホ

ントカゲ、ニホンカ

ナヘビ 

クモ類：ハナグモ、ヨコフカ

ニグモ、マミジロハ

エトリ 等 

哺乳類：ヒナコウモリ科     

鳥 類：ツバメ、スズメ 等 

 

は虫類：ニホンヤモリ、ニホ

ントカゲ、ニホンカ

ナヘビ 

クモ類：キンイロエビグモ 

等 

下 位 

消費者 

鳥 類：キジバト 等 

昆虫類：クマゼミ、アブラゼ

ミ、コクワガタ、サ

ビキコリ 等 

 

昆虫類：ヒロバネカンタン、

ショウリョウバッ

タ、オンブバッタ、

ウラナミシジミ 等 

 

昆虫類：シオカラトンボ、セ

グロアシナガバチ 

等 

生産者 

植 物：ケヤキ、クロマツ、

スダジイ、マテバシ

イ、クスノキ、タブ

ノキ 等 

植 物：メヒシバ、エノコロ

グサ、シバ、ドクダ

ミ、ハイキンポウゲ 

等 

植 物：クロマツ、サツキ、

ユーカリ 等 
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図 9.2-3 食物連鎖に注視した生物相の階層構造 

 

 

4) 土地利用の状況 

土地利用の状況は、「9.1 生物の生育・生息基盤 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 4)土地

利用の状況」（P.39 参照）に示したとおりである。計画地の土地利用は公園・運動場等となっ

ている。また、計画地周辺の土地利用は、供給処理施設、倉庫・運輸関係施設、事務所建築物

や教育文化施設等の混合用途の市街地となっている。 

 

ｸﾛﾏﾂ、ｻﾂｷ、 

ﾕｰｶﾘ 等 

樹林環境 草地環境 市街地等 

＜生 産 者＞ 

＜下位消費者＞ 

＜中位消費者＞ 

＜最上位消費者＞ 

ﾒﾋｼﾊﾞ、ｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ｼﾊﾞ、 

ﾄﾞｸﾀﾞﾐ、ﾊｲｷﾝﾎﾟｳｹﾞ 等 

ｸﾏｾﾞﾐ、ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ 

ｺｸﾜｶﾞﾀ、ｻﾋﾞｷｺﾘ 等 
ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ、ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ、 

ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ、ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ 等 
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、 
ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ 等 

ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 

ｺｹﾞﾗ､ｵﾅｶﾞ､ 
ｼｼﾞｭｳｶﾗ 等 

ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ、 

ｺﾞﾐｸﾞﾓ 等 
ﾊﾅｸﾞﾓ、ﾖｺﾌｶﾆｸﾞﾓ、 

ﾏﾐｼﾞﾛﾊｴﾄﾘ 等 ｷﾝｲﾛｴﾋﾞｸﾞﾓ 等 

＜上位消費者＞ 

ﾊｲﾀｶ、ﾉｽﾘ、 
ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 

ｹﾔｷ、ｸﾛﾏﾂ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ、

ｸｽﾉｷ、ﾀﾌﾞﾉｷ 等 

ﾆﾎﾝﾔﾓﾘ、ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ、 
ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ 

ﾂｸﾞﾐ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、 

ﾑｸﾄﾞﾘ 等 

ﾓｽﾞ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

ﾂﾊﾞﾒ、 
ｽｽﾞﾒ等 

ﾊｸﾋﾞｼﾝ 

ｷｼﾞﾊﾞﾄ  等 
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5) 法令等による基準等 

生物・生態系に関する法令等については、表 9.2-30(1)及び(2)に示すとおりである。 

表 9.2-30(1) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

文化財保護法 

（昭和 25年法律第 214号） 

（文化財の定義）  

第二条 

四  貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術

上価値の高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて

芸術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）、

植物（自生地を含む。）及び地質鉱物（特異な自然の現象の生じている土地を含む。）

で我が国にとつて学術上価値の高いもの（以下「記念物」という。） 

（現状変更等の制限及び原状回復の命令）  

第百二十五条   史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を

及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただ

し、現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場

合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない。 

絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法

律 

（平成４年法律第 75号） 

（目的）  

第一条  この法律は、野生動植物が、生態系の重要な構成要素であるだけでなく、自然

環境の重要な一部として人類の豊かな生活に欠かすことのできないものであること

に鑑み、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存を図ることにより、生物の多様性

を確保するとともに、良好な自然環境を保全し、もって現在及び将来の国民の健康で

文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

（責務）  

第二条  国は、野生動植物の種（亜種又は変種がある種にあっては、その亜種又は変

種とする。以下同じ。）が置かれている状況を常に把握し、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する科学的知見の充実を図るとともに、その種の保存のための

総合的な施策を策定し、及び実施するものとする。  

２  地方公共団体は、その区域内の自然的社会的諸条件に応じて、絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存のための施策を策定し、及び実施するよう努めるものとす

る。  

３  国民は、前二項の国及び地方公共団体が行う施策に協力する等絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存に寄与するように努めなければならない。 

（捕獲等の禁止）  

第九条  国内希少野生動植物種及び緊急指定種（以下この節及び第五十四条第二項に

おいて「国内希少野生動植物種等」という。）の生きている個体は、捕獲、採取、殺

傷又は損傷（以下「捕獲等」という。）をしてはならない。ただし、次に掲げる場合

は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等をする場合  

二  生計の維持のため特に必要があり、かつ、種の保存に支障を及ぼすおそれのない

場合として環境省令で定める場合  

三  人の生命又は身体の保護その他の環境省令で定めるやむを得ない事由がある場合  

鳥獣の保護及び管理並びに

狩猟の適正化に関する法律 

（平成 14年法律第 88号） 

（目的） 

第一条  この法律は、鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するとともに、猟具

の使用に係る危険を予防することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化を

図り、もって生物の多様性の確保（生態系の保護を含む。以下同じ。）、生活環境の保

全及び農林水産業の健全な発展に寄与することを通じて、自然環境の恵沢を享受でき

る国民生活の確保及び地域社会の健全な発展に資することを目的とする。 

（鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の禁止）  

第八条  鳥獣及び鳥類の卵は、捕獲等又は採取等（採取又は損傷をいう。以下同じ。）

をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等又は採取等をするとき。  

二  第十一条第一項の規定により狩猟鳥獣の捕獲等をするとき。  

三  第十三条第一項の規定により同項に規定する鳥獣又は鳥類の卵の捕獲等又は

採取等をするとき。  
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表 9.2-30(2) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関す

る法律 

（平成 16年法律第 78号） 

（目的） 

第一条  この法律は、特定外来生物の飼養、栽培、保管又は運搬（以下「飼養等」と

いう。）、輸入その他の取扱いを規制するとともに、国等による特定外来生物の防除

等の措置を講ずることにより、特定外来生物による生態系等に係る被害を防止し、

もって生物の多様性の確保、人の生命及び身体の保護並びに農林水産業の健全な発

展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に資することを目的とする。 

（飼養等の禁止）  

第四条  特定外来生物は、飼養等をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、こ

の限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る飼養等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る捕獲等その他主務省令で定めるやむを得ない事由

がある場合 

（放出等の禁止）  

第九条  飼養等、輸入又は譲渡し等に係る特定外来生物は、当該特定外来生物に係る

特定飼養等施設の外で放出、植栽又はは種（以下「放出等」という。）をしてはなら

ない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る放出等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る放出等をする場合 

 

6) 東京都等の計画等の状況 

生物・生態系に関する東京都等の計画等については、表 9.2-31に示すとおりである。 

表 9.2-31 生物・生態系に関する計画等 

関係計画等 目標・施策等 

第 11次鳥獣保護管理事業計画 

（平成 27年３月 東京都） 

・人と野生鳥獣との共生の確保及び生物多様性の保全を基本として、野生鳥獣を適切

に保護及び管理することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する

法律（以下「法」という。）第４条第１項の目的を達成するため、国の定める「鳥

獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針」に基づき、東

京都の地域事情を勘案して、「第 11 次鳥獣保護管理事業計画」を定める。 

第一 計画の期間 

第二 鳥獣保護区、特別保護地区及び休猟区に関する事項 

第三 鳥獣の人工増殖に関する事項 

第四 鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可に関する事項 

第五 特定猟具使用禁止区域、特定猟具使用制限区域及び猟区に関する事項 

第六 特定計画に関する事項 

第七 鳥獣の生息状況の調査に関する事項 

第八 鳥獣保護管理事業の実施体制に関する事項 

第九 その他 

植栽時における在来種選定ガ

イドライン 

（平成 26年５月 東京都） 

・東京都は、緑の「量」の確保に加え、生態系への配慮など緑の「質」を高める施策

を進めており、その地域に自然に分布している植物（以下「在来種」という。）を

増やすことで、在来の生きものの生息場所を拡大する取組を行っている。本ガイド

ラインは、都民や事業者が緑化をする際に参考となるものとして作成されている。 
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9.2.2 予測 

(1) 予測事項 

予測事項は以下に示すとおりとした。 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

 

(2) 予測の対象時点 

予測の対象時点は、2020年東京大会の実施に伴う建設工事等での改変や施設撤去後の現状回復

等において、生物・生態系に変化が生じる又は生じていると思われる時点とし、大会開催前、大

会開催中、大会開催後のそれぞれ代表的な時点又は期間のうち、大会開催前とした。 

 

(3) 予測地域 

予測地域は、計画地及びその周辺地域とした。 

 

(4) 予測手法 

予測手法は、2020年東京大会の実施計画を基に、生物・生態系の変化の程度を把握して予測す

る方法とした。 

 

(5) 予測結果 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の常緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽樹群やシバ群落の植物の生育

地が改変される。なお、現地調査の結果、計画地内に注目される種は生育していない。 

計画地周辺には、夢の島公園内に西側の陸上競技場にまとまったシバ群落があるほか、計画

地の周辺には落葉広葉樹、常緑広葉樹の植栽が広がる。公園南側には駐車場に隣接して、常緑

広葉樹と落葉針葉樹の植栽が広がっていることから、周辺地域も含めた植物相及び植物群落は

維持されると予測する。また、事業の実施に当たっては、計画地内の落葉広葉樹（ケヤキ、サ

クラ類、トチノキ等）の高木を園内計画地南側の外来種の常緑広葉樹（トウネズミモチ）の生

育箇所に移植する計画としている。 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、樹林や草地を主たる生息地とする鳥類のムクドリ、は虫類のニホンカナ

ヘビ、バッタ目、コウチュウ目、ハエ目等の昆虫類や移動性の低い土壌動物等の生息地が改変

される。また、現地調査の結果、注目されるは虫類のニホンカナヘビが確認されており、この

生息地が改変される。 

計画地周辺には、夢の島公園内に計画地と同様の草地環境や樹木が広く残存する。確認され

た鳥類、は虫類、昆虫類、クモ類の注目される種は計画地周辺で確認されており、計画地内に

生息個体についても計画地周辺に移動するものと予測する。 
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3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の動植物の生育・生息環境となる草地環境が減少し、樹木等が

伐採されるため、周辺の植物群落の生育環境と、移動性の低い動物相及び動物群集(昆虫類の

幼虫、土壌動物等)の生息環境が変化するおそれがあると予測する。 

計画地周辺には、夢の島公園内に西側の陸上競技場にまとまったシバ群落があるほか、計画

地の周辺には落葉広葉樹、常緑広葉樹の植栽が広がる。公園南側には駐車場に隣接して、常緑

広葉樹と落葉針葉樹の植栽が広がっている。事業の実施に当たっては、計画地内に樹木による

新たな緑化は創出しないが、フィールドには約 17,000m2の張芝を行う計画としている。また、

計画地内の落葉広葉樹（ケヤキ、サクラ類、トチノキ等）のうち、樹木診断等により移植する

と判断した高木約 40 本を選定し、園内計画地南側の外来種の常緑広葉樹（トウネズミモチ）

の生育箇所に移植する計画としていることから、周辺地域も含めた動植物の生育・生息環境は

維持されるものと考える。 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の草地環境が減少し、、樹木等が伐採されるため、生態系を構

成する陸上植物、陸上動物が相互に係る生育・生息環境が変化するおそれがあると予測する。 

計画地周辺には、夢の島公園内に西側にまとまったシバ群落があるほか、計画地の周辺には

落葉広葉樹、常緑広葉樹の植栽が広がる。公園南側には駐車場に隣接して、常緑広葉樹と落葉

針葉樹の植栽が広がっている。事業の実施に当たっては、計画地内に樹木による新たな緑化は

行わないが、フィールドには約 17,000m2の張芝を行う計画としている。また、計画地内の落葉

広葉樹（ケヤキ、サクラ類、トチノキ等）の高木を園内計画地南側の外来種の常緑広葉樹（ト

ウネズミモチ）の生育箇所に移植する計画としていることから、周辺地域も含めた生態系は維

持されるものと考えられる。 

 

9.2.3 ミティゲーション 

(1) 予測に反映した措置 

・計画地内に生育する落葉広葉樹（ケヤキ、サクラ類、トチノキ等）のうち、樹木診断等によ

り移植すると判断した高木約 40 本を選定し、園内計画地南側の外来種の常緑広葉樹（トウ

ネズミモチ）の生育箇所に移植する計画としている。 

・フィールドには約 17,000m2の張芝を行う計画としている。 

 (2) 予測に反映しなかった措置 

・予選会場を円形広場に配置し、公園内の既存樹木への影響を低減する計画としている。 

・一部の既存樹木は、事前に根回しを行ったうえで移植する。 

 

9.2.4 評価 

(1) 評価の指標 

評価の指標は、生物・生態系の現況とした。 

 

(2) 評価の結果 

事業の実施により、計画地内の常緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽樹林群の伐採、草地や土壌の改

変が行われ、動植物の生育・生息環境が減少するが、予選会場を円形広場に配置し、公園内の既

存樹木への影響を低減する計画としている。また、計画地周辺の生物の生育・生息環境の改変は

生じない。 
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9.2生物・生態系 

事業の実施に当たっては、計画地内に新たな樹木による緑化は行わないが、事業の実施前と同

様に新たに約 17,000m2の張芝を行う計画としている。また、計画地内の落葉広葉樹（ケヤキ、サ

クラ類、トチノキ等）のうち樹木診断等により移植すると判断した高木約 40 本を、園内計画地

南側の外来種の常緑広葉樹（トウネズミモチ）の生育箇所に移植する計画であり、外来種対策に

寄与するとともに、公園内における動植物の生育・生息環境の改変は低減されると考える。 

以上のことから、計画地における生物の生育・生息環境は一部減少するものの、計画地周辺も

含めた公園内の生物・生態系の現況は維持され、評価の指標は満足するものと考える。 
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